
 

 

 

１ 公共用水域における全亜鉛濃度の測定結果 

・ 府域の河川については、平成１９年度に１０５河川、１４４地点（うち環境基準点９４地

点）で全亜鉛濃度の測定を実施している。（資料５－６(1)） 

・ ＢＯＤ等について類型指定がされている河川水域において環境基準値（0.03mg/L）と比較

すると、８０水域のうち、１４水域が環境基準値を上回っている。（資料５－６(2)） 

・ ＢＯＤ等の類型別でみると、環境基準値を上回っているのは、Ａ類型：１水域、Ｂ類型：

２水域、Ｃ類型：２水域、Ｄ類型：６水域、Ｅ類型：３水域となっている。 

【全亜鉛の環境基準値超過状況】（平成 19 年度） 

類型 環境基準値の超過割合（％） 

Ａ １／２２（４．５％） 

Ｂ ２／２７（３．７％） 

Ｃ ２／１４（１３％） 

５／６３（７．９％） 

Ｄ ６／１０（６０％） 

Ｅ ３／７（４３％） 
９／１７（５３％） 

１４／８０ 

（１８％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 公共用水域における河川水温の測定結果 

・ 水生生物保全に係る環境基準の類型区分については、淡水域に生息する魚介類が冷水域と

温水域では異なっていることから、水温を因子として大きく２つに区分（生物Ａ、生物Ｂ）

されている。 

・ 府域の河川の水温の測定結果を資料５－７に示す。 

・ 平成１５～１９年度の５年間水温の測定結果の概況は以下のとおりで、寝屋川水系及び大

阪市内河川の最低水温、平均水温が他の水系に比べて高い傾向にある。 

淀川水系  ：最低０.３℃、最高３７℃、平均水温１７．２℃ 

神崎川水系 ：最低０.３℃、最高３５℃、平均水温１６．９℃ 

寝屋川水系 ：最低３.４℃、最高３５℃、平均水温１９．８℃ 

大阪市内河川：最低６.０℃、最高３１℃、平均水温１８．３℃ 

大和川水系 ：最低１.２℃、最高３４℃、平均水温１７．２℃ 

泉州諸河川 ：最低０.４℃、最高３９℃、平均水温１７．６℃ 

大阪府内河川における全亜鉛、水温の測定結果について 

資料５－５


